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反すうとメタ・ムードおよび脱中心化が抑うつに及ぼす影響 1)

一大学生・ 専門学校生を対象として
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百lepresent study examined the hypothesis that meta-mood and decentering mediates the effect of rumination 

on depression. Specifically， this study evaluated the differential e仔ectsof two aspects of rumination， characterized 

by “facing the fact" and “negative introspection"， on meta-mood， decentering， and depression. Participants 

(university students and vocational school students) completed a battery of questionnaires measuring levels of de-

pressive symptoms， rumination， meta-mood， and decentering. Consistent with the hypothesis， meta-mood and de-

centering mediates the effect of rumination (“facing the fact" and “negative introspection") on depression.百le

result support the notion that there exist two distinct dimensions of rumination and that， of the two， it is facing the 

fact and not negative introspection that reduces depression and intensifies decentering 
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問題と目的

近年，抑うつは日常的にも経験されやすく，より

身近な存在として認識されてきている (Roberts，

1999;白石，2005)。抑うっとは， 気分症状どしての

抑うつ気分 (depressedmood)，拝[Jうつ症状のまとま

りとしての抑うつ症候群 (d巴pressivesymptoms)，疾

病単位どしてのうつ病 (depressiveillness)の三つを

指す用語であり， うつ病の診断基準に満たないもの

から診断基準を満たすものまで含 まれている(坂

本， 1997)。特に最近では若年層のうつ病の有病率

の高さが指摘されているが(立森・ 長沼 ・小山・小

山・川上， 2007)，抑うつ症状がうつ病の予測因に

なるこどや大学生を中心どした青年期は抑うつ症状

を経験する剖合が高まる (Harrington& Clark， 1998; 

上田， 2002) とい う知見を考慮するど， 若年層のう

つ病だけではなく 診断基準に満たない抑うつ症状に

も着目することが重要であると考えられる。そこで

本研究では，抑うつの中でも抑うつ症状を含む抑う

つ症候群に焦点を当てることどする。

これまで抑うつはさまざまな観点から検討されて

おり，その中でも抑うつの脆弱要因や持続要因とし

て反すう (rumination)2Jがとりあげられている。反

すうは，抑うつ気分を感じている時に，抑うつの症

状， 原因， 意味，結果に対して繰り返し注意が焦点

づけられる思考や行動ど定義 されており (Nolen-

Hoeksema， 1991)，抑うつの心理的脆弱要因として従

来の研究でとりあげられてきた完全主義，自己主主

1)本論文の作成にあたり，こA指導いただきま した中部大学 速水敏彦先生に厚くお礼申しあげます。そして，ご回

答いただきました学生の皆さんに心より感謝し、たします。
*名古屋大学

Gradllate School ofEducation and Human Development， Nagoya University， Furo-cho， Chil王usa-ku，Nagoya， 464-8601， Japan 
e-mail: matsumoto.mayuko@h.mtヲox.nagoya -u.aqp 



( 212 ) 応用心理学研究 Vol. 38， No. 3 

識 I帰属スタイノレ，メランコリー型性絡などより

も，高い割合で抑うつを予測することが示されてい

る(伊藤 ・竹中・上里，2001; Schwartz & Koenig， 1996)。

さらに，完全主義や帰属スタイ lレなど。の心理的脆弱

要因には共通して「気にする ・思い悩む」といった

反すうに関与する要素が含まれていることも指摘さ

れている(伊藤， 2004)。また，反すうは抑うつの

持続への影響だけではなく ，問題解決能力の阻害，

ソーシヤルサポート の減少，否定的に偏った記憶の

想起をもたらすことも示されている (LYllbomirsky，

Caldwell， & Nolen-Hoeksema， 1998; LYllbomirsky， Tuck-

er， Caldwel， & Berg， 1999; Nolen-Hoeksema， Parker， & 

Larson， 1994)。

このように，反すうにはさまざまな不適応的な側

面があり，反すうの軽減への有効な方法を示すこと

が極めて重要であるといえる。反すうの軽減への示

唆を得るこどができれば，抑うつの持続を防ぐこと

にも繋がると考えられる。

反すうの軽減への有効な方法として，まず反すう

自体をやめる或いは軽減するという観点に焦点が当

てられるど考えられる。しかし， 反すうがどの程度

意図的に行われているのかについては甚だ疑問であ

る。伊藤 ・上里 (2001)は，反すうを， I反すう傾向」

と 「反すうのコントローlレ不可能性」から測定して

おり，反すうの受動的な側面を示唆している。また

松本 (2010)は，日常的な反すう経験について検討

したどころ，問題解決や抑うつ気分軽減のために意

図的に反すうを行っている場合もあるが，多くは不

随意に想起した結果行われることが報告され，反す

うの受動性を示唆している。反すうを意図的に行っ

ている場合には反すう自体をやめさせるという介入

方法は効果的であるが，受動的に行っている場合に

は介入困難であり，むしろ“やめたいけどやめられ

ない"という思いが余計1こ症状を悪化させる可能性

も示唆される。こうした反すうの特性を考慮すれ

ば，反すうをしていたとしても，抑うつに陥らない

ような要因を検討してくことが重要である。

それでは，反すうをしていても抑うつに陥らない

ようにするためには，どのような試みが効果的であ

ろうか。この点について4食言すするためには， まず，

なぜ反すうをするど抑うつに陥ってしまうのかを考

える必要がある。

Teasdale (1999)や Teasdale，Moore， Hayhllrst， Pope， 

W山ams，& Segal (2002)は，抑うつ処理活性化説を

発展させた ICS理論 (InteractingCognitive Sllbsystem 

theory)によって，反すうが抑うつを持続する過程

を説明している。このE里論では， まず，拘lうつ的ス

キーマがネガティブな具体的意味(ネガティブな予

測lや失敗への内的な帰属，対人関係の否定的な評価

など)を引き起こし，さらにネガティブな具体的意

味がスキーマを再統合するど考えられている。そし

て再度，スキーマがネガティブな具体的意味を引き

起こすという繰り返しによって，無際限に継続する

「抑うつ的な連動形態」が形成する。また，この連

動形態は反すうによって活性化され，抑うつを持続

すると考えられている。さらに連動形態は，関連が

強固であるため簡単に抑うっから抜け出すことがで

きないことが示唆されている。

この理論を基にTeasdale(1999)らは，抑うつに陥

らないようにするためには，反すうをやめさせるの

ではなく ，抑うつ的な連動形態を活性化させないこ

とが重要であると述べている。そのためには，軽い

不快気分が生じる初期の段階で①ネガティブな認知

や感情に気づくこと， ②抑うつど関連した特定の情

報を脱I:I~心視・脱同一視の視点で処理することが必

要になる (Teasdale，1999; Teasdale， et al.， 2002)。こう

することで抑うつ的連動形態ど反すうどの連結を断

ち切るこどが目指される。

つまり換言するど，反すうをしている人は，自身

のネガティブな認知や感情に気づくことができず，

脱中心視・脱同一視の視点で情報を処理することが

できないため，連動形態が活性化し，抑うつに陥る

といえる。しかし，反すうをしている人の気づきや

脱中心視を詳細に検討した研究は数少ない。反すう

ど気づき， 11見中心視がどのように関連しているのか

を検討することによって，新たな観点から反すうが

抑うつに陥る過程を明らかにすることができるど考

えら~1.，る 。

2) 反応スタイル研究における rlll1lll1atlOnは考え込みど邦訳され(坂本， 1997)，反すうどは異なる概念であること

が指摘されている(伊藤 ・1ヤードI・上盟，2002)。しかし，両方ども rlll1linationと表記され， I繰り返し考える」
という思考の継続性に焦点を当てているという共通点があるため，本研究では考え込みど反すうを同義概念ど

とらえた。
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まず，r①ネガティブな認知や感情に気づくこど」

は，メタ ・ムードという概念で説明することができ

る九 メタ ・ムードは，気分をモニターしたり，評

価したり， I時には調整したりといった気分統制過程

の所産どして定義されており (Mayer& Gaschke， 

1988)，感情に気づくだけではなく，主観的な評価

の視点も含まれている。このような評価的な視点

は，抑うつ的な連動形態が形成された状態では，自

罰的になったり，完全主義傾向が強くなったりする

など，自身をより苦しめるよ うになることが指摘さ

れている(竹市 ・伊藤， 2010)。また，反すうをし

やすい人は，自身の感情に気づいたとしても，その

感情を不快にとらえたり，ネガティブな情報ど結び

っくことによって (LYllbomirskyet al.， 1998)，ネガ

ティブな評価をすることが考えられる。そのため，

Teasdale (1999)らは，評価したり考えたりするので

はなく，今ここで経験している認知や感情に気づく

こどが抑うつの再発予防に不可欠であると指摘して

いる。しかし， 自身の認知や感情に気づく際に，そ

の感情について評価してしま うことは訓ーにでもある

だろう。臨床場面においても，自身の感情を評価liせ

ずに気づかせることを介入方法として用いるのは非

常に悶難であると考えられる。むしろ，自身の感情

に気づく際に，どのような評価liをすると抑うつに陥

るのかについても検討する方が抑うつの持続を防ぐ

予防的介入への示唆にもつながるどいえる。

そこで，本研究では，反すうがメタ ・ムードを経

て抑うつにどのように影響を及ぼすのかについて検

討する ことを第 lの目的どする。

さらに， r②抑うっと関連した特定の情報を脱中
心視 ・脱同一視の視点で、処理すること」に関して

は，臨床場面で、マインドフ Jレネス認知療法として用

いられているが，実証研究は数少なし、。反すうが脱

中心化とどのように関連し，抑うつに影響を及ぼす

のか検討することは，今後の臨床場面において適切

な介入を考える上でも役立つ知見になるどいえる。

そこで，本研究では反すうど脱中心化どの関連お

よび，:ff[]うつへの影響について検討することを第 2

の目的とする。

また， 抑うつへの影響を検討する際は，反すうの

程度や積類を考慮する必要がある。近年，反すうは

lr1ーの概念ではなく ，多側面を持つことが指摘され

ている Ce.g.，名倉 ・稿本，1999; Treynor， Gonzalez， & 

Nolen-Hoeksema， 2003)。松本 (2008)は反すうにつ

いて，抑うつの症状や原因などに対して問題解決を

しようと熟考する「問題への直面化」と抑うつ症状

や原因などに対してくよくよと悲観的に考え込む

「ネガティブな内省」の2側面からなることを示し

た。このうちネガティブな内省は従来週り抑うつを

悪化 ・持続させるが， 問題への直面化は抑うつを軽

減することが示されている。つまり，反すうの側面

によって抑うつへの影響が異なることから，反すう

を弁別して検討することが重要である。それぞれの

反すうがメタ ・ムードや脱中心{ヒを経てどのように

抑うつを持続或いは軽減するのかを明らかにするこ

とによって，適応的なメタ ・ムードど脱中心化の活

用を促進することにより， :ffpうつの持続を防ぐため

の介入に繋げることができると考えられる。そこで

本研究でも反すうを問題への直面化ど ネガティブな

内省の 2側面からとらえ，それぞれの反すうのメ

タ ・ムードおよび脱中心化どの関連，抑うつへの影

響について検討する。

方法

調査対象者 大学生 ・専門学校生 522名を対象ど

し， 質問紙を配布した結果，回答数 418名を得た。

そのうち有効回答数 370名(男性 63名，女性 302

名，不|明5名，平均年齢 21.53歳，SD=3.65，有効

回答率 88.5%)を分析の対象どした。なお，調査対

象者の負担を考慮、し，自己に関する不快感情尺度ど

脱中心化傾向尺度は，いずれか一つを実施した。

質問紙の構成 (1)反すう :松本 (2008)による拡

張版反応スタイル尺度を用いた。この尺度は憂うつ

な気分を感じたH寺の思考や行動について尋ねるもの

であり， r回避 (10項目)J， I問題への直面化 (6項

[~I) J ， rネガティブな内省 (7項目)J， r気分転換 (7

3) メタ ・ムードの類似概念として，感情ilt1j御(mood reglllation)がある。どちらも気分を調整するという点におい

ては類似しており， John & Gross (2007)においても，メタ ・ムードは感情ilil胤lの過程である気H青らしや符許制li，

折Imljど関連があることが示されている。しかし，感情制御は感情の 「調整」に重点を白いているのに対し

(Larsen， 2000)，メタ ・ムードは感情の 「調整」だけではなく!:表情に 「気づく」という視点も含まれている。

Teasdale (1999)らの示唆した抑うつ的連動形態の不活性化には感情に気つくことが重要である。そのため本研究

では，メタ ・ムードの概念を用いて反すうど抑うっとの関連について検討するこどと した。
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項目)jの四つの下位尺度から構成される。質問紙

の教示は「あなたは，悲しい気分や憂うつな気分を

感じた時，以下にあげることをどの程度考えたり

行ったりしますか。」とし，回答形式は「ほとんど

ない (1点)J， Iどきどきある (2点)j， 1しばしば

ある (3点)j， 1いつもある (4点)j までの 4件法

どした。なおこの尺度は，松本 (2008)によって信

頼性ど妥当性が確認されている。また本研究では，

反すうを表している「問題への直面化」と 「ネ ガ

ティブな内省」を用いた。

(2)メタ ・ムード (191名;男性 39名，女性 149

名，不明 3名，平均年齢 20.23歳，SD= 1.68) :鈴

木 ・木野・速水 ・中谷 (1999)による自己に関する

不快感情尺度を用いた。これはメタ ・ムードの定義

に基づいて作成された TraitMeta-Mood Scale 

(TMMS; Salovey， Mayer， Goldman， Turvey， & Palfai， 

1995)を参考に作成された尺度である。「自己の不快

感情の調整 (13項目)j， 1自己の不快感情への関心

(12項目)j， 1不快感情を持つことへの不快感 (11

項目)jの三つの下位尺度から構成され， 1あてはま

らない (1点)j， 1ややあてはまらない (2点)j， 

「どちらでもない (3点)J， Iややあてはまる (4点)j

「あてはまる (5点)j までの 5件法で回答するもの

である。また，この尺度は TMMSど比較して，自

己の不快感情に特化した点ど TMMSで他の因子に

含まれていたメタ・ムードの評価li的側面を新たに見

出した点が優れていると考えられる。なお本研究で

は，因子負荷量が 40未満の項目および複数の因子

に.30以上の負荷を示す項目を削除し， 1自己の不

快感情の調整 (10項目)J， I自己の不快感情への関

心(モニターに相当 8項目)j，1不快感情を持つ

ことへの不快感(評価に相当 6項目)jを用いた。

(3)脱中心化 (179名;男性 24名，女性 153名，

不明 2名，平均年齢 22.82歳， SD=4.03):越)11・川

崎 (2009)による脱中心化傾向尺度を用いた。この

尺度は，1困難な状況での気づき (4項目)j， 1回避

への気づき (3項目)j， 1考えと事実の分間1f'(3項

目)j， 1メタ的観察 (3項目)j の四つの下位尺度か

ら構成され， 1あてはまらない (1点)j， 1ややあて

はまらない (2点)j， 1どちらでもない (3点)J，

「ややあてはまる (4点)j1あてはまる (5点)jま

での 5件法で回答するものである。

(4)抑 うつ傾向 CES-D(Center for Epidemiologic 

Stud回 DepressionScale)の日本語版(島 ・鹿野・北

村 ・浅井， 1985)を用いた。この尺度は 20項目か

ら構成され，各項目について過去 1週間に経験した

頻度を「週のうち全くない，もしくは 11ヨも続かな

い (0点)J， 11 ~2 日 (1 点) j ， 13~4 日 (2 点)j， 

15日以上 (3点)jまでの 4件法で回答するもので

ある。

調査手続き 調査は講義時間終了後， 一斉に質問

紙を配布し， 1週間の提出期限を設け，後日， 学内

に設置したレターケースにて回収した。また，倫理

的配慮という観点から調査の際，以下のこどに細心

の注意を払った。①研究の目的ど意義を丁寧に説明

し， ②回答するか否かは個人の自由意思に基づいて

選択できることおよび，途中で回答を中断したり，

回答したく ない質問項目については飛ばして回答し

ても良いこと， ③結果や回答の有無は授業の成績ど

は無関係であることを伝えた。なお， 実施にあたっ

ては名古屋大学大学院教育発達科学研究科倫理委員

会に計画書を提出し，承認を得た。

結果

基本統計量と尺度闇相関 各尺度についてα係数

を算出したどころ，反すうど抑うつに関しては， 高

い内的整合性が示された。そのため，反すうは仮定

された下位尺度ごとの加算平均を下位尺度得点とし

た。なお，抑うつに関しては先行研究と同様に尺度

の合言1.1~点を尺度得点として算出した。 メタ ・ ムー

ドに関しては，鈴木ら (1999)が作成した尺度から

各因子に対して負荷量の高い項目を用いたため，事

前の想定通りの 3因子構造となることを確かめるた

めに，確認的因子分析を子行った。その結果，適合指

標は GFI=.901，AGFI=目894，CFI= .907， RMSEA = .049 

ど一定の適合度を示したため，概念に一致する 3因

子構造が示されたど判断した。また， Jl党中心化に関

しては， 信頼性が十分に保証されていないことか

ら，想定通りの 4因子構造となるこどを確かめるた

めに，確認的因子分析を行った。その結果，適合指

標は GFI=.931，AG刀=.854， CFI= .921， RMSEA = .048 

と一定の適合度を示したため，概念に一致する 4因

子構造が示されたど判断した。基本統計量はTable

lに示した。

続いて，尺度得点聞の相関係数を算出 した (Table

2)。問題への直面化は，メタ ・ムードの自己の不快



松本:反すうどメタ ・ムードおよび脱中心化が抑うつに及ぼす彩響 ( 215 ) 

Table 1 各尺度の基本統計iEどα係数

得点範囲 平均値 標準偏差 α 

J広iJl~版反応スタイル

問題への直面化 1-4 2.67 61 81 

ネカティブな内省 1-4 2.32 60 77 

メタ ・ムード

自己の不快感情の調整 1-5 2.99 73 86 

自己の不快感情への関心 1-5 3.31 82 88 

不快感情を持つことへの不快感 1-5 2.74 72 .66 

fJ党中心化

困難な状況での気づき 1-5 3.34 70 .80 

回避への気づき 1-5 3.75 67 68 

考えと事実の分自rt 1-5 2.76 65 65 

メタ的観察 1-5 2.87 64 61 

抑うつ 0-60 19.48 9.45 88 

注:鉱張版反応スタイノレ ・抑うつ N=370，メタ ・ムード N=191，11党中心化 N=179

Table2 反すうおよび抑うっとメタ ・ムード， H見r.1"心化との相関

メタ ・ムード l悦中心化

自己の 自己の 不快感情を 判lうつ
不快感情の不快感情持つことへ 困難状況 回避への考えど事実 メタ的観察

調整 への|共l心 の不快感 での気づき 気つ、き の分離

問題への直iii化 31 キ** 32キ!ド 03 35*** 24キ4 13 .13 17** 

ネガティブな内省 20** 33 キネキ 44*** 01 01 -.28*** 13 51*地*

抑う つ -.26*ネ部 15* 35本ネネ 27**キ 12 -.36不ネネ 25*** 

*p<.05，材 p<.OI，***p<.OOI 
注:拡張版反応スタイ lレ・折lうつ N=370，メタ ・ムードーN=191， J)ltrl1心化 N=179 

感情の調整や自己の不快感情への関心および脱中心

化の困郷状況での気づきど回避への気づ、き ど正の相

闘を示した。

ネガティブな内省は， I~I 己の不快感情の訓整や考

えと事実の分離ど負の相聞を示し，自己の不快感情

への関心および不快感情への不快感ど正の相聞を示

した。

抑うっとの関連では，問題への直面化や自己の不

快感情の調整，困難状況での気づき，考えと事実の

分離，メタ的観察は負の相関を示し，ネガティブな

内省や自己の不快感情への関心， 不快感情を持つ こ

とへの不快感は正の相関を示した。ここで男女別に

各尺度の基本統計量 (Table3)と尺度得点聞の相関

(Table 4)の比較を行った。その結果， ー音r)性差のみ

られる箇所もあったが，全体的な傾向として基本統

計量，相関の双方において男女で著しい差異はみら

れなかったため，男女合わせた全体で検討した。

反すうとメタ・ムードが抑うつに及ぼす影響 反

すうがどのようにメタ ・ムードど関連し，抑うつに

影響を及ぼすのかを検討する ために， 共分散構造分

析を行った。まず，反すう→メタ ・ムード→抑うつ

どいう過程を想定したモデノレについて検討したと こ

ろ，適合指標はど(2)=.68，n.s.， GFT=.999， AGFI=.987， 

CFI=.999， AIC=38.638， RA1SEA=.032どなり，モデlレ

のデータへの適合は良好である ことが示された

(Figure 1)。次に，反すう→抑うつ，メタ ・ムード→

抑うつどいう媒介を仮定しないモデノレについても

併せて検討 したとこ ろ，適合指標はど(6)= 104.48， 

p<.OOI， GFI=.860， AGFI=.511， CFI=.500， AIC= 

134.481， RMSEA = .298どなり， Figure 1のモデノレに

比べてデータの適合は劣る ことが示されたため，最

終的に Figure1のモテソレを採用した。このモデjレで

は，問題への直而化が自己の不快感情の調整，自己

の不快感情への関心に対して有意な正のパスを示
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Table3 各尺度の男女別の基本統計量

男性 女性 Cohen's 
t1直

d 
平均値 襟準偏差 平均値 標準偏差

拡張版反応スタイ lレ

問題への直面化 2.79 0.55 2.61 0.60 1.61 0.31 

ネガティブな内省 2.43 0.63 2.31 0.56 1.18 0.21 

メタ ・ムード

自己の不快感情の調整 2.98 0.70 3.00 0.75 0.11 0.03 

自己の不快感情の関心 3.18 0.71 3.33 0.84 1.01 0.18 

不快感情を持つことへの不快感 2.70 0.77 2.77 0.71 0.52 0.10 

!I見中心化

困難な状況での気づき 3.41 0.66 3.33 0.71 0.46 0.11 

回避への気づき 3.81 0.80 3.76 0.64 0.27 0.11 

考えと事実の分同fl 2.75 0.62 2.76 0.66 0.10 0.08 

メタ的観察 3.22 0.81 2.82 0.59 2.80** 0.64 

抑うつ 20.82 12.13 18.79 8.47 0.97 0.22 

**p<0.1 
注:拡張版反応スタイル ・抑うつ N=370(男性 63名，女性 302名，不明 5名)，メタ ・ムード N=191 (男性 38

名，女性 150名，不明 3名)，脱仁I~心化: N=179 (男性 25名，女性 152名，不明 2名)

男性

Table4 男女別の各尺度相関

メタ・ムード

自己の 自己の 不快感情を

不快感情の不快感情持つことへ

調整 への関心 の不快感

脱中)~、化

抑うつ困難状況
回避への 考えど メタ的観察での
気づ主 事実の分離

気づき

10 .50 30 43* 42 

35↑ 13 60*** 17 。。
29 34↑ 25 30 

問題へのi直面化
ネガティブな内省

抑うつ

+1

*γ
 

0

4

5

 

司
d

T

I

弓

3

.15 
*** 59 
*** 56 

12 

28t 

10 

tp<.l，う<.05，料 p<.01，*料 p<.OOI

女性

メタ ・ムー ド

自己の 自己の 不快感情を

不快感情の不快感情持つことへ

調整 への関心 の不快感

問題への直聞化 .31 t 36ネキ* 30 

ネガティブな内省 25** 36** 38*** 

抑うつ 24** 24** .28*** 

脱中心化

困難状況
回避への

での
考えと 抑'つ

気づき
気づき

事実 メタ的観怨 7 の分離 ノh

39 キ** .24** 

02 

.06 09 13* 

.04 .33ネ**
27 神，*持

20 52**ポ

10 39*** 28*** 

tp<ー1，*p<.05， **p<.OI， ***p<.001 
注:拡張版反応スタイノレ.:ff[lうつ N=370(男性 63名.tz性 302名，不明 5~，)，メタ ・ ム ード N=191 (男性
38名，女性 150名，不明 3名)，脱中心化 N=179(男性25名，女性 152名，不明 2名)

相関係数の有意差検定の結果，有意な差のみられた (p<.05)下位尺度を太字で示した。

し，抑うつにも有意な負のパスを示していた。一

方，ネガティブな内省は自己の不快感情への関心，

不快感情を持つことへの不快感，および抑うつに対

して有意な正のパスそ示し，自己の不快感情の調整

に対して有意な負のパスを示した。また，自己の不

快感情の調整は抑うつに有意な負のパスを，不快感

情を持つことへの不快感は抑うつに有意な正のパス

を示していた。

反すうと脱中心化が抑うつに及ぼす影響 反すう

がどのように脱中心化ど関連し， :j=frJうつに影響を及
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18**.; 

CFI~.999μ 

RMSE.4.~ . 032" 

j主:**p<_Ol， ***p<.OOlμ 

誤差変数の関連は省略してある。

Figure 1 反すうどメタ ・ムードが抑うつに及ぼす影響

18*.μ 

日出←③

.09. 

56会合会μ

GFI~.998. 

AGFI~.963μ 

CFI~.994<' 

lù"ISE.4.~一037μ

注:**p<.Ol，会合会〆 001.

誤差変数の関遥は省略してある。

Figure 2 反すうど脱1:1:1心化が抑うつに及ぼす影響

ぼすのかを検討するために，反すう→脱中心化→抑

うっというモデ、jレを想定して共分散構造分析を行っ

た。その結果，適合指標はど(6)=7.50，η.5.，GFI= .998， 

AGFI=.963， CFI=.994， AIC=65.497， RMSEA=.037と

なり，モデlレのデータへの適合は良好で、あることが

示された (Figure2)。次に，反すう→抑うつ，脱中

心化→抑うっという媒介を仮定しないモデ/レについ

ても併せて検討したところ，迎合指標はx'(8)= 53.305， 
p<.OOI， GFI=.922， AGFI=.729， CFI=.816， AIC=93 

305， RMSEA =.184となり ，Figure 2のモデlレに比べ

てデータの適合は劣ることが示されたため， 最終的

にFigure2のモデjレを採用した。 このモデノレでは，

問題への直面化が困難状況での気づd，回避への気

づきに対して有意な正のパスを示し，抑うつには有

意な負のパスを示していた。 一方ネガティブな内省

は考えど事実の分離に対して有意な負のパスを示

し，抑うつに対して有意な正のパス示 した。また，

困難状況での気づきや考えど事実の分離は抑うつに

有意な負のパスを示していた。
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考察

本研究の目的は，反すうを問題への直面化とネガ

ティブな内省の 2側面からとらえ，反すうがメタ ・

ムードや月中1:1心化を媒介して抑うつに及ぼす影響を

検討することにより，反すうから抑うつの持続へ陥

らないための示唆を得ることであった。まず反すう

と抑うつどの関連では，問題への直面化は抑うつを

軽減し，ネガティブな内省は抑うつを悪化させるこ

とが示された。この結果は松本 (2008)らの知見ど

一致しており，反すうの側面によって抑うつへの影

響が異なるということは，ある程度一貫した結果で

あるとし、える。

次に，反すうごとにメタ ・ムードおよび脱中心化

から抑うつへの影響について考察する。まず，問題

への直面化を行うほど，不快感情の調整や困難状況

での気づきが高まり，抑うつを軽減することが見い

だされた。したがって問題への直面化は直接抑うつ

な軽減するだけではなく ，メタ ・ムードや脱中心化

を通して抑うつを軽減することが明らかとなった。

問題への直面化が高いほど，困難状況や抑うつ気分

が生じてもその状態から距離をおいて自分自身や現

状を眺めることができる状態であると考えられる。

よって問題への直面化が高まれば，自身の抑うつ気

分にのまれる こともなく，抑うつが持続することは

ないだろう。また，自身の不快感情を調整できると

いう自信は，現状を客観視する-Jj)Jとなるため， 反

すうど仰うつ的連動形態の連結を切り離し，抑うつ

を軽減すると考えられる。

一方，ネガティブな内省が高いほど，不快感情を

持つことへの不快感が高く，不快感情の調整や考え

ど事実の分離ができず，抑うつが悪化することが示

された。ネガティブな内省が高いほど，抑うつ気分

が生じている l干lで感情を調整できない原因を探ろう

どし，自己の否定的な側面に注意を向ける可能性が

ある。さらに自身の考えと事実を切り離して考える

ことが難しいため，不快感情を抱き，それを調整で

きない自分をダメな自分ど認識してしまう結果，連

動形態はより強固になり，抑うつも持続されるとい

う悪循環に陥る可能性が示唆される。

また，双方の反すうども不快感情への関心が高

かったが，不快感情への関心は抑うつに影響を及ぼ

さなかった。これまで自己に注意を向けることや不

快感情に注意を向けることは，抑うつへの第一歩の

ようにとらえられてきたが (Nolen-Hoeksema， 1991)， 

本研究の結果を踏まえると不快感情に注目すること

自体は悪いことではないと示唆される。むしろ注目

した不快感情をどの視点でどのように評イl面するのか

(調整できると判断するのか?不快と判断するの

か?)が抑うつに影響すると考えられる。

本研究で得られた示唆 本研究の結果を踏まえ

て， Teasdale (1999)らの抑うつの軽減への示唆に鑑

みると， ①認知や感情に気づく |擦に，その感情を不

快と感じず，調整できると考えること，もし，不快

で調整できないという考えが浮かんできても，②そ

の考えは事実どは異なることに気づくことが重要で

ある。特に，ネガティブな内省が高いということ

は，不快な感情や思考に囚われ，現実世界を見失っ

ている状態である。抑うつの持続に陥らないために

は，その囚われている感情や思考は，ある時点での

一つの考えにすぎないこと，現実世界どイコーノレで

はないことを当事者の立場から一歩号|いてみること

が大切で、あると考えられる。

本研究では，これまで単一の概念として提唱され

てきた反すうを 2側面からとらえ，それぞれの反す

うが抑うつへの異なる影響を示した点において意義

があると考えられる。問題への直面化はそれ自体が

抑うつを軽減する ことに効果的であるが，問題解決

へ熟考している際に自身の感情に気づき，その感情

を調整できるという自信を持つことによって抑うつ

が軽減されることも示された。一方，ネガティブな

内省は抑うつを悪化させるこどが示されたが，不快

感情への不快感そilW:減し，不快感情の調整への自信

を高めたり，考えど事実の分南(!そ行うことによっ

て，抑うつが軽減されることが示唆された。これま

での介入は，反すうど複数の要因を比較して，より

適応的な要因を用いるどいった介入が中心であった

(及川， 2003)。このような従来の観点からは， 反す

う自体をil珪減し，より効果的な要因を高めるといっ

た介入が考えられる。本研究の知見を照らし合わせ

ると，反すうの中でも問題への直面化を高め，ネガ

ティブな内省を軽減するという介入が考えられる。

しかしながら上述した通り，反すうの受動性を考慮

すれば，単にネガティブな内省をil珪滅するのではな

く，不快感情への不快感をi経減したり，不快感情の

調整への自信や考えど事実の分離を高め，ネガティ
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ブな内省から抑うつの持続に陥らないようにする試

みは，日;常的な反すう場面において，より有益な示

唆を提供するといえる。

今後の課題 本研究では，反すうを 2fJliJ聞からと

らえ，それぞれの反すうがメタ ・ムードど脱中心化

を経て抑うつにどのように影響を及ぼすのかを検討

し，反すうが抑うつに陥る要因を明らかにしたこと

によって，抑うつの持続過程における一つの示唆を

得ることができたどいえる。しかし，今回のデータ

は大学生や専門学校生を対象としており ，本研究で

得られた知見が臨床現場においても有効であるかど

うかは不明である。反応スタイノレ理論や反すう研究

では，抑うつの重症度によって反すうの構造が異な

ることは想定されていない。しかし， うつ病患者や

回復者は反すうをするこどによって社会的問題解決

能力が阻害されるが，非抑うつ者で、はそのことが示

されないなど， 抑うつの程度によって反すうの影響

が異なるという知見 (Watkins& Baracaia， 2002)を考

慮するならば， 臨床現場においても，本研究の知見

が適用可能かどうかを検討する必要があると考えら

tlる。

次に，性差が検討されていない点も課題として挙

げられる。本研究は対象者の多くが女性であったた

め，得られた知見は女性のデータの影響を受けてい

る可能性が示唆される。本研究では男女で著しい差

異はなかったものの，女性の方が反すうをしやすい

ことや抑うつのリスクが高い (Nolen-Hoeksema，1991; 

Peden， Hall， Rayens， & Beebe， 2000)という知見を踏ま

えると，今後は，性差を考j志した反すうや緩衝要因

どの関連について詳細に検討していく必要があると

考えられる。

また，本研究ではネガティブな内省と抑うっとの

関連における直接的な緩衝効果を見いだすことがで

きなかった。そのため，本研究でとりあげたメタ ・

ムードや脱中心化以外の要因も念頭に置く必要があ

る。反すうと抑うつに関連する要因は上述した要因

以外にも数多く存在すると考えられる。例えば，

Lyubomirsky & Nolen-Hoeksema (1993)は，反すうし

やすい人は反すうするこどが問題解決に有効である

と考えていることを明らかに している。また， Nolen・

Hoeksema & Davis (1999)では，死別経験に対して情

動的サポート を得ている人は反すうが高くても仰う

つが悪化しないことが示されている。このように反

すうへの信念や対ノ¥関係など，本研究で扱わなかっ

た要因も含めて検討することが必要である。

最後に，反すうにおける抑うつの持続以外の不適

応的な影響についても言及する。上述した通り ，反

すうは抑うつへの持続だけで、はなく，問題解決能力

の阻害や否定的に偏った記憶の惣起などをもたらす

ことも示されている (e.g.，Lyubomirsky， et al.， 1998)。

そのため，本研究で得られた知見は抑うつの持続を

抑制する仁では役立つ可能性が示唆されたものの，

その他の要因を軽減するかどうかは明らかにされて

いなし、。メタ ・ムードや脱中心化は短期的には抑う

つを和らけ、るが，長期的には反すうのその他の不適

応的な影響の結果， 抑うつを持続させる可能性も示

唆される。 しかし，抑うつが高いほど援助要請が抑

制されやすいこどや否定的な内容が想起されやすい

ことなどが示されている (e.g.，永井，2010;田上，

2002) こどを考慮すると，短期的にでもが/lうつを軽

減するこどは重要であると考えられる。 また，メ

タ・ムードが高いほど気晴ら しを行うことや，気11，1;
らしに集中することで肯定的情動が高まり問題解決

が促進されるこどを踏まえると(及川・林， 2010; 

Salovey， Stroud， Woolery， & Epel， 2002)，メタ ・ムード

や脱中心化は抑うつだけではなく ，その他の要因に

直後影響を及ぼす可能性も示唆される。今後は，反

すうど仰うつの持続との関連だけではなく ，反すう

がもたらす他の影響も考慮し，どのような要因が効

果的なのかについて更なる検討が望まれる。
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